
　「財界中心」「アメリカ言いなり」という自民党政治の２つのゆが
みをただす改革の立場に立ってこそ、安倍政権の暴走政治と正面か
ら対決し、政治を変える希望を語ることができます。

　日本共産党は戦前から、「反戦平和」「国民主権」「男女平等」を
かかげ活動してきた日本でいちばん長い歴史をもつ政党です。

　日本共産党は資本主義社会が人類最後の社会であるとは考えてい
ません。未来社会は、社会保障をはじめ資本主義時代の価値ある成
果がすべて受け継がれ、豊かに発展させられます。

　日本共産党は草の根で国民の苦難軽減のために日々がんばってい
る政党です。企業献金も政党助成金も受けとらず、国民に支えられ
ているからこそ、ブレずに国民の立場でモノをいうことができます。

　日本共産党は、政治をよくしようとい
う目標で一致し、一緒にやろうという個
人や団体、政党とひろく力を合わせてが
んばります。市民と野党が「本気の共闘」
をすれば政治は必ず変えられます。

●1949 年福島県生まれ、茨城大学養護教諭養成所
卒●産休明けの無認可保育所の保育士を経て 25
歳から水戸市議５期、茨城県議５期、あわせて地
方議員 40 年。子どもの医療費助成や少人数学級、
児童相談所の拡充などの実現の力に●現在、党中
央委員、県副委員長●水戸市在住、家族は夫

●1964 年愛知県生まれ、立命館大学卒●「消費税
をなくす全国の会」元事務局長●2014 ～ 17 年衆
議院議員（比例北関東ブロック）、国会質問 60 回
●蕨駅にエレベーターの設置を求める市民の会会
長、保育園の拡充を求めるママ・パパネットワー
クなどで運動●埼玉県蕨市在住、家族は夫と二男

５・３憲法集会で野党代表が勢ぞろい

97年の歴史、「ブレない党」
を伸ばしてください
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日本共産党の見解を紹介します。ご意見・ご感想をお寄せください。
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「全国はひとつ」、参議院比例代表で７議席をめざします
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政党名を書きます。
個人名でも投票できます。比例代表 」 」「 「は は選挙区 候補者の名前
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政治は変えられる

この声をひろげてください
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未来への理想かかげ

草の根の力に支えられ
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暮らしに希望を 日本共産党３つの提案
１3 ２財源7.5兆円

政府に東海第２原発の廃炉を求める
（右側２人目から）梅村、大内両氏

安倍政権
終わらせて

　核心をついた、かつ実現可能な、優れた政策提言だと思い
ます。まさに日本型最低生活保障の考え方です。野党間で「提
案」を共通認識にし、共同目標となることを期待しています。
　　　　　　　　　　　（『しんぶん赤旗日曜版』5月19日号）

実現可能な優れた 内橋 克人さん「提案」経済評論家
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原発も戦争もない社会を 選挙に勝利し、消費税 10％中止に
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流
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こ
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